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▲銀賞の照屋さん

日本バッハコンクール全国大会
照屋美珠さん銀賞
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　2月4日（日）、東京都各会場で開催され
た「第14回日本バッハコンクール全国大
会」は、地区大会の優秀賞受賞者が進出
する大会となっており、金武町からは金
武小学校3年（当時）の照屋愛珠さんと金
武小学校5年（当時）の宮里陽菜さんが
出場し、小学3・4年A部門で照屋愛珠さ
んが銀賞を受賞しました。
　照屋さんは「今まで一歩足りずに奨励
賞だったので、今回銀賞を受賞できてと
てもうれしい。次はもっと練習して金賞を
目指します」と話していました。

　2月17日から18日に本部町民体育館で開催された
第30回島袋杯北部小学生バレーボール大会で中川バ
レーボールクラブが混合の部で優勝、女子の部で3位
の成績を収めました。
　また、2月23日から24日にANA ARENA浦添で開
催された令和5年度JA共済第7回ジュニアバレーボー
ルフェスタに国頭男子選抜として中川バレーボールク
ラブから喜友名志隠さん（ライトアタッカー）、大城孔
明さん（バックライトレシーバー）が参加しました。国頭
男子選抜は準優勝を収め、二人はチームの成績に貢献
しました。

　３月９日（日）、金武中学校卒業式終了
後、金武中学校親父の会主催による毎年恒
例「卒業ボーリング大会」が沖縄市のドラ
ゴンボールにおいて開催されました。
　コロナ禍も明け、例年以上に歓声が響
き、中学生活最後の思い出に残る大会にな
りました。
　金武中学校親父の会は、地域の安全安
心なまちづくりに深い理解と関心を寄せ警
察業務各般にわたり協力していることで2
月22日に、石川警察署から感謝状が贈ら
れています。
　親父の会の新嶋さんは「これからも見回
り活動や卒業ボーリング開催などの活動を
頑張りたい」と話していました。

　陸上の第28回春季記録会がタピック県
総ひやごんスタジアムで行われました。
　金武メダリストに所属する児童・生徒が多
数参加し、記録会に向けて行った練習の成
果が発揮され、多くの好成績が出ました。
　女子中学１年100ｍにおいて金武中学校
1年生の池原綺声(あやせ)さんが12秒78
を記録し、沖縄県記録である12秒79を破り
ました！惜しくも別の組で12秒73が記録さ
れ、沖縄県記録樹立とはなりませんでした
が、13年間も更新されなかった記録を抜く
ことができてかなりの自信をつけることが
できたそうです。
　他にも金武小学校５年生の池原黎臣さん
が男子５年100ｍを13秒18で１位、ジャベ
リックボールでも47ｍ15ｃｍ投げて１位に
なり、金武小学校５年生の伊芸流生さんが２
位になりました。また走り幅跳びでも池原黎臣さんが２位、金武小学校６年生の上原新奈さんが女
子6年100ｍと走り幅跳びにおいて２位になりました。
　第28回春季記録会では沖縄県記録を上回った記録をだしたことをはじめ、様々な競技で上位
成績を収めており、金武メダリストの今後の活躍が期待されます。

▲中川バレーボールクラブ

▲選抜の大城さん（右）、喜友名さん（左）

▲池原綺声さん
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ソフトボール女子日本代表による
ソフトボール教室開催！！
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ソフトボール教室開催！！

６０年前の聖火リレーの
トーチを寄贈

１９６４ 年 東 京 オ リ ン ピ ッ ク

外野ノック

代表選手とともに記念撮影

キャッチボール

選手からアドバイスを受ける様子

投球指導

聖火ランナーを務めた岡村峯雄さん

トーチを寄贈する岡村雄子さん
写真右から 同級生の宜野座幸男さん、比嘉教育長、岡村雄子さん、同級生の宜野座富夫さん

寄贈されたトーチ

　令和６年３月10日（日）に、金武中学校、宜野座
中学校、うんな中学校、宜野座高校、石川高校、名
護高校、名桜大学の女子ソフトボール部約40名を
招待し、金武町ベースボールスタジアムで合宿を
行っている女子ソフトボール日本代表による、ソフ
トボール教室を開催しました。
　それぞれのポジションに分かれて各選手からア
ドバイスをもらい、世界トップレベルの技術に目を
輝かせながら指導を受けていました。
　最後に、須藤志保選手（豊田自動織機所属）から
「大人になってもソフトボールを続けてほしい。将
来一緒にプレーしましょう」と挨拶をいただき有意
義な時間を過ごすことができました。
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金武町文化協会 古典芸能公演
　2月18日（日）に町立中央公民館で金武町文化協会主
催の「第一回古典芸能部会 古典七踊りの会」が開催され
ました。
　公演は2部構成でプログラムされており、各琉舞道場か
ら7名の方が演舞されました。
　日頃の練習の成果を発揮し、琉球舞踊の華として洗礼
された演舞は、多くの来場者を魅了し会場は盛大な拍手
に包まれました

金武小学校雪遊び体験金武小学校雪遊び体験

並里区
公民館
まつり

　3月12日（火）、福島県須賀川市青
年会議所から金武小学校に現地の雪
が届けられました。約60リットルの
ケースいっぱいに敷き詰められた雪が
20箱も届き、金武小学校4年生が雪
遊び体験をしました。
　届いた雪に興奮する児童や、雪の感
触にはしゃぐ姿が見られ、雪だるまづ
くりや雪合戦をおこない、普段味わう
ことのできない体験を満喫しました。

　2月25日（日）、並里区公民館で第36回並里区公民館まつりが老人会、成人会、青年会、子ども会な
どの団体が協力し開催されました。
　みつろうクリーム作り、糸かけキーホルダー作り、フラワーアレンジメント、絵付け体験、アイシング
クッキー作りの工作系ブースや、億首川野鳥観察、パターゴルフ、スナックゴルフなどの体験ブースが
設けられました。また、各種団体の活動を紹介する写真展も開かれ、老若男女多くの来場者で賑わい
を見せていました。

▲まつりの様子

▲雪遊び体験

１．本貫花：安富和子

２．柳：糸村昌子

３．伊野波節：花城真喜

７．諸鈍：仲原瑠季６．かせかけ：玉城佳奈５．天川：仲間美佐子４．作田：喜納彩華

写真提供：町文化協会写真部会伊芸政秀さん
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▲長井市の子ども達と交流する並里区子ども会

▲荒浜小学校を視察する伊芸区子ども会

金武区子ども会［岩手研修］金武区子ども会［岩手研修］伊芸区子ども会［宮城研修］伊芸区子ども会［宮城研修］

屋嘉区子ども会［新潟研修］屋嘉区子ども会［新潟研修］ 並里区子ども会［山形研修］並里区子ども会［山形研修］

　2月9日から12日まで、岩手県洋野町で令和6年度洋野町青少年交流事業が行われ、金武区子ども
会団員23名と洋野町の子ども達が交流しました。
　初日の交流会では金武区子ども会がエイサーを披露するなど洋野町の子ども達と交流をスタート
し、2日目はスキー体験や雪遊びを行い、スキーやスノーボードに挑戦したり、気温も低く雪が降るな
か雪合戦や雪だるまづくりを楽しんでいました。3日目は午前中洋野町を見学し、午後のお別れ会で
は、双方の子ども達が一人ずつ感謝を伝えあい、絆を深めました。

　2月9日から12日まで、屋嘉区子ども会育成会団員32名が新潟県南魚沼市六日町で研修を行い
ました。
　初日から屋外で雪遊びを行い、初めて雪を触る児童も多数いるなか雪だるまなどをつくり楽しみ
ました。2日目は雪国文化交流体験として南魚沼市欠乃上クロスカントリーコースで行われたイベ
ントに参加し、六日町の子ども達とスノーアクティビティを通し交流しました。3日目はムイカスノー
リゾートでスキー体験を満喫しました。

　2月9日から12日まで、伊芸区子ども
会団員25名が宮城県で自然・異文化県
外学習を行いました。
　スプリングバレー泉高原スキー場で
スキー体験、雪の冒険王国で雪遊び体
験、仙台市内の視察、松島温泉に入湯す
るなど沖縄では味わえない他県の人々
の生活や歴史・文化に触れ、雪国の自然
を体験しました。また、東日本大震災で
被災した仙台市立荒浜小学校を視察
し、現地の方から実際に津波が押し寄せ
た際に児童、教職員、地域住民300人以
上が校舎屋上に避難し助かったことな
どの説明を受け、防災や復興について
考える機会となりました。

　2月9日から12日まで、並里区子ども会団員15名が山形県長井市で研修や交流会を行いました。
　初日から長井市役所表敬訪問、遊びと学びの交流施設「くるんと」や長井南中学校の見学を行いまし
た。2日目は天元台高原スキー場での雪遊びや、夕方から伊佐沢コミュニティーセンターで長井市伊佐
沢地区の子ども達と交歓交
流会を行い、山形県の納豆餅
や手打ちそばなどの名物料
理が振舞われるなか、並里区
子ども会はエイサーを披露す
るなど交流を深めました。3日
目は県内のAsahi自然観でス
キー体験や雪遊びを満喫し、
4日目は伊佐沢地区の子ども
達とのお別れ会で研修を締め
くくりました。

▶
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野
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集
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子
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も
会
育
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会
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令和６年度
金武町教育委員会教育施策

金武町教育委員会における令和６年度の義務教育に関する施策を紹介します。

学力の向上
　金武町学力向上推進委員会に算数・数学SDグループ、国語教育グループ、外国語教育グ
ループを設置して児童・生徒の学力向上に努めており、今年度は各グループにおける取組を
強化する外、県外先進地研修、専門講師の招聘等を行い、児童生徒の学力向上を図ります。
　英語教育については、英語特例校として小学校１年生から英語の授業を実施し、英検
ジュニアの取得に取り組んでいますが、今後は小学生から実用英語検定に挑戦できるよう
支援体制の充実を図ります。

特別支援教育
①各学校に複数の特別支援教育支援員等を配置し、困り感のある児童・生徒の支援を行い
ます。
②個々の特性に応じた支援方法についての助言を受けるため作業療法士による巡回指導
を実施します。
③発音が不明瞭であったり、話し言葉のリズムがスムーズでなかったりする児童や生徒へ対
応する為、言語指導員を配置して生徒の指導を行います。
④通級指導においては、金武小学校を拠点校として全町立学校に対応する通級指導コー
ディネーターを配置して、児童・生徒個々のニーズに応じた指導と教員の資質向上を図り
ます。

⑤特別支援学校への就学を奨励するため、スクールバス通学が困難な幼児児童生徒の
介護タクシーによる通学費の支援を行います。

ＩＣＴ教育
　ＧＩＧＡスクール構想の実施については、町内の各学校に高速ネットワーク、各教室・職員室・
体育館等へのWi-Fi、児童・生徒一人一台の学習用コンピューター、通信回線が無い家庭に対
応する通信機能を備えた学習用コンピューターを整備しました。また、学習用アプリケーション
を追加し、児童・生徒一人一人の進度に合わせた学びを支援しています。
　今後は、整備した機器の更新に取組ながら、町内各学校全ての教室に配置している電子
黒板についても、より機能が高い電子黒板へ更新します。

学校へ登校できない児童生徒への対応
　学校へ登校できない児童生徒への対応については、学校・教育委員会・こども支援課・
保健福祉課・民生委員・警察などで組織する金武町不登校児童生徒支援ネットワーク会議に
おいて、関係機関が共通の理解や認識に基づき、児童生徒一人一人が抱える問題を共有して、
不登校となった児童生徒及び保護者への適切な支援を行います。
　登校しても教室に入れない児童生徒への対応としては、金武小学校と金武中学校に校内
自立支援室を設置し、児童生徒の社会的自立を促します。

問題を抱える児童・生徒への対応
　生活習慣や家庭等に問題を抱える児童・生徒等については、特別支援教育専門員、スクー
ルソーシャルワーカー、教育相談員を配置して、関係機関と連携を図りながら、児童・生徒一人
一人へ対応していきます。

中川幼稚園の休園
　入園を希望する園児が無かった中川幼稚園は、令和６年度休園とします。
　（閉園ではありません。）
　令和７年度の園児募集については、例年どおり行います。

未来塾の開設
　金武町未来塾では、高い学力の修得と将来の可能性を持続的に支援する為、特進コースと
ラストスパートコースを開設しています。
　特進コースは、金武中学校の１～３年生を対象に各学年２０人を選抜しています。
　ラストスパートコースは、金武中学校３年生を対象に先着３０人程度を対象にしています。

日本語を母国語としない児童への対応
　日本語を母国語としない児童については、基本的な日本語教育を行って
学力の定着を図ります。

※通級指導／通常学級に在籍しながら、個人の苦手としている特性についてトレーニングを行います。
　　　　　　（最大週８コマ可能）
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令和６年度
英語教育課程特例校事業
英語教育課程特例校って何？1

①英語コーディネーター・・・事業を推進し英語教育の充実を図るとともに、小中連携に係る研修等
を計画し、開催する。
②外国人英語指導助手・・・ネイティブスピーカーとして生きた英語に触れる機会を与えるとともに、
異文化を伝える。（ALT）
③日本人英語指導員・・・日本人として英語を使う見本となり、英語に慣れ親しむ環境づくりや授業
づくりをサポートする。（JTE）

　学習指導要領の改定により、小学校では令和２年度から全国一斉に、３学年と４学年で外国語活
動の授業（３５時間）が完全実施となり、５学年と６学年で外国語科（７０時間）が正式に教科となりま
した。金武町立小学校では、平成27年度から文部科学省の認可を受け、英語教育課程特例校とし
て１学年から４学年で標準より多い時間を設定して「英語活動」の授業を行っています。

特例校のねらいは？2
　小中学校で連携した英語教育を推進し、外国語によるコミュニケーション能力の育成を図り、国
際性豊かな視野の広い人材育成を目指します。

どんなことをするの？3

英語の授業は年間何時間するの？4

　歌やゲーム、ダンスなどを取り入れた活動を通して、児童が英語に慣れ親しむように工夫していま
す。また、児童の発達段階を考慮しながら英語以外の他教科と関連させた授業内容を実践するな
ど、児童の意欲を高める指導も取り入れています。
　小学生から実用英語検定に挑戦できるよう支援体制の充実を図ります。

誰が英語を教えるの？

令和6年度人員配置計画
学　校　名

英語コーディネーター
外国人英語指導助手
日本人英語指導員

中川小 金武小

小学校（授業時数1回45分）

1学年
34
0

2学年
35
0

3学年
50
35

4学年
50
35

5学年
70
70

6学年
70
70

金武町
新学習指導要領

1学年
140
140

2学年
140
140

3学年
140
140

金武町
新学習指導要領

中学校（授業時数1回50分）

1

嘉芸小 金武中 計

1 1 1 2
－ － －

5
1

1 1

5

※ALT・JTEが担任と共に授業を行います。

幼児教育センター学びの基礎力
育成支援事業

切れ目のない質の高い教育をめざす！

【めざす「資質・能力」】

【主な事業】

【小学校・中学校へ進学するときの課題】

解決策

０～２歳（乳児期） ３～５歳（幼児期）

小学校

小中連携
スタート
カリキュラム

アプローチ
カリキュラム

（1）
知識及び技能（の基礎）
豊かな体験を通じて、感じたり、
気付いたり、分かったり、
できるようになる。

（2）
思考力・判断力・表現力等（の基礎）

気づいたことやできるように
なったことを使い、考え、試し、
工夫し、表現しようとする。

（3）
学びに向かう力・人間性
心情、意欲、態度が育つ中で
よりよい生活を営もうとする。

中学校

（１）公開保育・授業、研修会
（２）保幼こ小中合同研修会
（３）幼児・児童・生徒の交流活動／町内保育園・幼稚園・こども園・小学校、中学校、その他
（４）接続期カリキュラム実施／幼稚園アプローチカリキュラム、小学校スタートカリキュラム

教科学習（国語・算数等）
チャイムで着席（座学）

教科担任制（特定の教科を指導）
１年生はできないことが前提
複学級・大人数

こども園等から小学校へ
　こども園では、小学校入学を目指してアプローチカリキュラムを実施します。
　小学校では、義務教育になじめるようスタートカリキュラムを実施します。
小学校から中学校へ
　新入生が円滑に中学校生活になじめるよう小学校と中学校が連携した取組を行います。
　小学生が中学校を見学する学校訪問や、中学校の先生が小学校で授業を行う乗り入れ授業等。

※以上の取り組みを学びの基礎力育成アドバイザーから、お便り「啐啄同時」で発信しています。

遊びの中での学び
時間の区切りが緩やか

クラス担任制（何でも教えてくれる）
６年生は学校のリーダー
単学級等・少人数

中
学
校

小
学
校

小
学
校

こ
ど
も
園
等

中1ギャップ小1プロブレム

小1プロブレム

中1ギャップ

金武町教育委員会広報13 金武町教育委員会広報 12

　金武町教育委員会では、幼児教育センターに幼児教育主事を配置して「学びの基礎力育成支援事業」を実施
しています。
　「学びの基礎力育成支援事業」では、公立、私立を問わず、町内のどの保育園、こども園、幼稚園に入園しても
小学校入学までに一定の幼児教育水準となることを目指して、０歳から１５歳までの発達と学びを支援します。
　幼児期で培った力を小学校・中学校へとつないでいけるよう、幼児教育の充実や体験・交流活動を通して「円
滑な接続」を図ります。



　金武町では、町内に住所を有する児童・生徒が、スポーツや文化活動において
県内の大会で優秀な成績を収め、県外や県内離島に派遣される場合、

必要な経費の一部を補助しています。
　補助を受けようとする場合には、必要事項をご確認の上、

教育委員会学校教育課・社会教育課までお問い合わせください。

◯教職員が本来の業務に集中できる時間、児童生徒と向き合うための時間を十分確保し、質の高い教育を持続的
　に行うことのできる教育環境を整える。
◯教職員一人一人が、充実した教職生活を送るために、ワーク・ライフ・バランスを重視し、働きやすい勤務環境を
　整える。

教職員の勤務時間は原則として８：１５～１６：４５です。（学校によって異なります。）
勤務時間を意識し、業務の効率化や在り方を見直し、時間外勤務の縮減に努めます。また、勤務時間内に本来の
業務に集中できる環境を整備し、児童生徒と向き合う時間を確保していきます。

［具体的な取組］
◎出退勤システムの導入
　管理職と教育委員会が教職員の時間外勤務の状況を把握し改善を図ります。
◎自動音声対応電話機の導入
　教職員の時間外勤務の縮減を図ります。学校への連絡は時間に余裕を持って勤務時間内に行うよう保護者・
　地域の皆様のご協力をお願いします。
　自動音声対応電話機による応答時間
　 【平日】小学校・中学校　夕方17:15 ～ 翌日朝 7:45　【土日祝】終日
◎教員業務支援員（スクールサポートスタッフ）の配置
　教材等の印刷や物品の準備、小テスト等の採点などを行う、教員業務支援員（スクールサポートスタッフ）を
　配置して、教員の事務作業の軽減を図ります。
◎学期始めと学期末の校務支援
　学期始めの３日間は、午前のみの授業とし、午後の時間を確保することで、年度始めの校務支援を行います。
　学期末には、学期末処理週間を設定して、校務処理に要する時間を確保します。（学期：１学期・２学期・３学期）

◎学校閉庁日の設定
　沖縄県の規定に準じ、夏季休業中の８月７日～９日（第２週の水・木・金曜日）に設定。原則として教育活動を
　行いません。緊急な連絡が必要な場合は、金武町教育委員会までお願いします。
◎リフレッシュウィークの設定
　学校閉庁日を含む８月４日～１０日（第２週）に設定。原則として学校行事は行わないものとします。

１．対象となる活動・・・体育的活動,文化的活動
２．補 助 の 対 象・・・沖縄県の各種協会や連盟が主催する大会で優秀な
　　　　　　　　　 成績を収め、県外又は県内離島に派遣される場合。
　　　　　　　　　 ※詳細は教育委員会にお問い合わせください。
３．補 　 助 　 率・・・航空賃、宿泊費、現地交通費の７５％
４．提 出 書 類 等・・・県大会及び派遣先の要綱、見積書、推薦書等
　　　　　　　　　 ※要綱に派遣対象者の表記があれば推薦書は不要
５．申　請　期　限・・・原則として大会開催日の１０日前まで 

スポーツや文化活動を頑張る児童・生徒を応援します！
金武町学校（内・外）特別活動補助金

教職員の働き方改革の目標

１．教職員の時間外勤務の縮減について

２．学校閉庁日・リフレッシュウィークについて

◎休業日の設定
　下校時間の厳守。週2日以上の休業日。
◎部活動指導員の導入
　教職員・生徒の心身の健康の保持と、教職員の専門性を高めるための時間を確保するために策定。部活動の
　適正化を図ります。

３．部活動の在り方について

［お問い合わせ先］金武町教育委員会
学校（内）特別活動　学校教育課 学校教育係　ＴＥＬ：９６８－２９９１　
学校（外）特別活動　社会教育課 社会体育係　ＴＥＬ：９６８－８９９６　

※「金武町部活動指針（運動部・文化部）」（小学校版及び中学校版）で　策定
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学校給食費補助金
交付申請のお知らせ

金武町教育委員会では
「教職員の働き方改革」を
推進しています！　学校給食費は、令和２年度から防衛省の再編交付金が

活用されています。
　学校給食費補助金交付申請が必要な特別支援就学奨
励費受給者の対象保護者につきましては、通知がいきま
すので手続きをお願いします。

【お問い合わせ先】金武町立学校給食センター　電話：968-2640　



教育委員会　学校教育課　　電話：098-968-2991

※前年度就学援助を受けていた方で、引続き希望される方も毎年、申請が必要です！

令和6年度 就学援助のお知らせ

※上記に該当しない場合でも、援助を受けることができる場合がありますので、お困りの状況があれば教育委員会までご相談ください。

※令和６年１月１日に金武町以外に住民票があった方は、金武町に税の情報がないため、税証明書の提出を求めます。
※兄弟姉妹が複数いる場合でも、申請書は１世帯で１部の提出です。小学校と中学校に兄弟姉妹がいる家庭については、中学校または、金武町教育
　委員会 学校教育課へ申請書を提出してください。
※上記期限までに申請した方は４月分から支給の対象となります。それ以降に申請した場合は、申請月以降からの支給となりますので、上記期限内に
　申請をお願いします。

※生活保護の方は、修学旅行費・医療費のみの支給となります。
※支払いは、年３回に分けて支給いたします。
※医療費については、上記に定められているもの以外の傷病は、金武町こども医療費助成の制度をご利用ください。

※その他、質問等が御座いましたら各学校または教育委員会までお問い合わせ下さい。

お子さまが小・中学校に通学するうえで、学用品代などを援助する制度があります。

金武町教育委員会では、特別支援学校へ就学している
幼児・児童・生徒へ特別支援学校通学費を支給して
います。

援助を受けることができる方1

援助の内容（年間支給予定額）2

認定の可否4

金武町に住所を有する児童生徒の保護者で、下記のいずれかに該当する方。
(1) 現在、生活保護を受けている方
(2) 住民税（町県民税）が非課税（税金等が0円）の方

金武町教育委員会が支援する区間（スクールバス有りの場合）

【対象者】
金武町に住所があり、特別支援学校に通っていて次の理由で
スクールバスの通学が困難な児童を対象としています。

【申　請】

《お問い合わせ先》 金武町教育委員会　学校教育課
特別支援学校通学費担当　電話：０９８－９６８－２９９１

申請を希望される方は、金武町教育委員会学校教育課までお問い合わせください。

★移動の介助を必要とする場合　　★保護者が就労等で送迎できない場合

※沖縄県特別支援教育就学奨励費が受けられる場合は、そちらが優先となります。 認定の可否については、６月下旬頃に決定し、認定通知書及び認定不可通知書にて教育委員会より
通知いたします。

申請の方法3
（1）申請書配布　4月中旬ごろに各世帯へ郵送 ※生活保護世帯は生活保護受給証明書も提出してください
（2）提 出 先　各学校 または 金武町教育委員会　学校教育課
（3）申請期限　令和6年5月２日（木）【厳守】

要注意
申請の際、世帯員全員の所得・課税・扶養状況等を確認します。未申告又は期限を過ぎた場合は
認定時期（６月頃）に確認作業が出来ず、４月分からの支援を受けることができませんので、
期限までに必ず確定申告を確実に行って下さい。

学 用 品 費 等

通 学 用 品 費

校 外 活 動 費

通 学 費

新 入 学 用 品 費

修 学 旅 行 費

眼 鏡 購 入 費

医 療 費

小　学　校

１年生

自宅 スクールバス
のバス停

特別支援学校

スクールバス
運行区間

その他の学年

12,610円 14,780円

１年生 その他の学年

23,880円 26,050円

40,600円 － 47,400円

学校保健安全法に定める病気（虫歯や慢性副鼻腔炎など）

－

 2,230円

 1,570円

実　　費

 2,230円

 2,270円

実　　費

実費を町が負担

上限20,000円

実費を町が負担

上限20,000円

中　学　校

特別支援学校通学費の
支援について

自宅 特別支援学校

金武町教育委員会が支援する区間（スクールバス無しの場合）（移動の介助を必要とする場合）
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令和６年度
金武町ハワイ短期留学派遣事業

令和６年度
金武町ハワイ短期留学派遣事業

参加者募集

趣旨趣旨1

主　催3

　金武町では、幅広い視野と国際感覚を養い、国際性豊かな人材の育成を図るため、夏休み期間中
に中学２・３年生、高校生を対象に、ハワイ東海インターナショナルカレッジへの短期留学派遣事業を
実施いたします。

　金武町では、幅広い視野と国際感覚を養い、国際性豊かな人材の育成を図るため、夏休み期間中
に中学２・３年生、高校生を対象に、ハワイ東海インターナショナルカレッジへの短期留学派遣事業を
実施いたします。

目的目的2
　中学・高校生を対象に、夏休み期間中にハワイへの短期留学派遣事業を実施し、ハワイの文化や
移民の学習、現地講師による英語の授業、社会見学、体験活動、金武町人会（以下「町人会」という。）
との交流をとおして、幅広い視野と国際感覚の養成、国際性豊かな人材の育成及びハワイと金武町
のネットワークの構築を図る。

　中学・高校生を対象に、夏休み期間中にハワイへの短期留学派遣事業を実施し、ハワイの文化や
移民の学習、現地講師による英語の授業、社会見学、体験活動、金武町人会（以下「町人会」という。）
との交流をとおして、幅広い視野と国際感覚の養成、国際性豊かな人材の育成及びハワイと金武町
のネットワークの構築を図る。

　金武町内に在住する中学２・３年生、高校生の皆さんの応募をお待ちしています。応募条件等は
次のとおりです。
　金武町内に在住する中学２・３年生、高校生の皆さんの応募をお待ちしています。応募条件等は
次のとおりです。

（１）宿　　泊：ハワイ東海インターナショナルカレッジの寮
（２）語学研修：月曜日～金曜日　大学講師による語学研修
（３）課外活動：月曜日～金曜日　社会見学や体験活動
（４）町人会との交流：ハワイ金武町人会との交流

金武町教育委員会

次の必要書類を教育委員会学校教育課(中央公民館２階）に提出

研修地4 アメリカ合衆国／ハワイ州　オアフ島

派遣期間5

研修内容6

（１）金武町に在住または保護者が金武町に在住する中学２・３年生及び高校生
（２）心身共に健康で、団体行動のとれる協調性のある者
（３）英会話、異文化に関心があり、学習意欲のある者
（４）前年度までの住民税、固定資産税、国民健康保険税などを完納及び完納予定の世帯の者
（５）原則として、日本実用英語検定試験３級以上を有する者

応募資格7

（１）研修費：約1,000,000円（研修費に諸経費を含んだ見込額）
（２）自己負担額 ：約2５0,000円程度（予定）
　　※円とドルの換金レートにより変動します。
　　※就学援助を受けている生徒は、自己負担額の減額または免除がありますので、
　　　申請時に申し出てください。
（３）研修費用に含まれないもの
　①パスポート印紙代（所持者は不要）
　②任意の海外旅行保険料
　③23kgを超える航空受託手荷物料金
　④準備に関しての個人的出費（スーツケース、お土産等）
　⑤個人的な小遣い、電話代、郵送料、お土産、コインランドリー代

（１）研修費：約1,000,000円（研修費に諸経費を含んだ見込額）
（２）自己負担額 ：約2５0,000円程度（予定）
　　※円とドルの換金レートにより変動します。
　　※就学援助を受けている生徒は、自己負担額の減額または免除がありますので、
　　　申請時に申し出てください。
（３）研修費用に含まれないもの
　①パスポート印紙代（所持者は不要）
　②任意の海外旅行保険料
　③23kgを超える航空受託手荷物料金
　④準備に関しての個人的出費（スーツケース、お土産等）
　⑤個人的な小遣い、電話代、郵送料、お土産、コインランドリー代

研修費用等研修費用等9

令和6年４月21日（日）実施
（１）作文：テーマは当日発表します（400字原稿用紙１枚）
（２）面接：主に英会話での面接になります。
※前学年度の成績及び英語検定は選考基準に含まれます。　

選考試験12

募集期間13

応募方法10

金武町教育委員会　学校教育課提出先11

夏休み期間中の約３週間（令和６年７月２2日（月）～８月9日（金）を予定）

補助金交付予定者数8 １0名程度

1
2
3
4
5
6
7
８

１部
１部
１部
１部
１部
１部
１部
１部

参加申込書（様式第1号）
保護者同意書（様式第２号）
前学年度の成績証明書
住民票抄本
納税証明書（保護者分）
健康調査書
英検合格証書の写し
誓約書

 

高校１年生は中学３年時の成績証明書
役場住民生活課にて発行
役場税務課にて発行

３級以上

※募集要項及び参加申込書は教育委員会または金武町役場ホームページより入手できます。

※受付時間：午前８時30分～午後５時00分（土日、祝祭日、お昼時間を除く）

令和6年4月1日（月）～４月15日（月）

内　　容 提出
部数 備　　考

問合先：金武町教育委員会　学校教育課　℡：968-2991　
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お問い合わせ・参加の申し込み

金武町 放課後子ども教室金武町 放課後子ども教室

4月の放課後子ども教室(予定)
並里教室

屋嘉教室

伊芸教室

金武教室中川教室

並里地区公民館 4月10日（水）

伊芸地区公民館 4月12日（金）

中川地区公民館 4月16日（火）

金武地区公民館 4月18日（木）

屋嘉地区公民館 4月19日（金）

4：30～

4：30～

4：30～

3：30～

4：30～

むかし遊び

金武町教育委員会　社会教育課　TEL.098-968-8996（担当：伊藝・宮里）

「金武町放課後子ども教室」では地域の
サポートスタッフの方々と一緒に様々な体験
活動プログラムを行っております。
「子ども達にこんなことを体験させたい」といったリクエストがございました
ら、是非ご意見をお聞かせ下さい。また、子ども達の活動を見守るサポー
ターを随時募集しております。

当教室のスケジュールの確認
についは、これまでどおり各地
区公民館・学校へ掲示していま
すので、ご確認ください。

参加費用：無料
定　　員：30名(先着)定員に達し
　　　　 次第締め切ります。
対　　象：幼稚園～小学生
申込方法：申込書を記入し、各地
             区公民館設置のＢＯＸへ
             提出お願いします。

2月の放課後子ども教室はモルックを行いました。ルールを確認しながら練習を始め、後半は子供同士でチーム対戦
を楽しんでいました。点数入れは暗算できる子達が分からない子に教えるなど、サポートしながら遊んでいる様子も
見られました。

基地内に埋もれた戦前の製糖工場などを公開

製糖工場の古い写真や情報を求めています。

▶教育委員会社会教育課 文化財・町史編さん係（町教育文化センター）　☎098-968-5277

―キャンプ・ハンセン内発掘調査の現場見学会―

　３月２日（土）、金武町教育委
員会ではキャンプ・ハンセン内の
消防署建設予定地で現在進め
ている発掘調査（大堂原の製糖
工場跡、大堂原遺跡）の現場見
学会を開催しました。
　米軍基地内に立ち入るため事
前申込・定員制での開催ではあ
りましたが、埋め戻す前に遺構を
見学しようと定員（120人）を上
回る人数の町民が参加しました。
　見学会では、サトウキビ搾り
汁を煮詰める鍋を並べたレンガ
造りのかまどや煙突の跡、ボイ
ラー施設の跡など沖縄戦や基地
建設による破壊を免れ地下に埋
もれていた戦前の製糖工場跡【写真】や、王府時代に治水目的でつくられた「池原の大溝（ウフンジュ）」と
呼ばれる大きな溝跡、大堂原遺跡からみつかった３～８世紀の土器や石器などを間近に見学し、基地内に埋
もれた郷土の歴史に直接触れる機会となりました。
　参加者からは、「戦前の製糖工場が残っていたことに感動した」「大昔に実際に使われた土器を手に取り
見られたのは貴重な体験」などの感想の声がありました。

　大堂原の製糖工場跡では地下部分の施設はよく残っていましたが、地上にどのような建物があった
のか？操業時の工場内の様子はどうだったか？など、沖縄戦で破壊される前の状況については今後の
資料調査に委ねる所も少なくありません。戦前の製糖工場について古い写真をお持ちの方、お話をう
かがえる方は、ぜひ教育委員会まで情報をお寄せください。

▲大堂原の製糖工場跡（４列に並んだレンガ造りのかまど施設）

▲製糖工場跡見学の様子 ▲発掘された土器などの出土品を見学する様子

金武町教育委員会広報21 金武町教育委員会広報 20



令和6年4月号(第243号)

町営プールだより
令和6年4月号(第243号)令和6年4月号(第243号)令和6年4月号(第243号)

町営プールだより

プール利用時間
火曜～金曜　１３：００～１９：００

（最終受付１８：３０）

開催期間 ５月１０日（金）～７月１２日（金）
毎週金曜日　１３：３０～１５：00（計１０回）

申込期間 ４月１６日（火）～４月２６日（金）
受付時間 プール営業時間内
定　　員 １５名 保険料 ２５０円

※定員に達し次第
申し込み終了となります

土・日・祝日　１０：００～１６：００
（最終受付１５：３０）

金武町営プール　電話番号：098-968-7771

営 業 時 間 ・ 休 館 ・ 清 掃 日 

町営プールからのお願い 

休館日
館内清掃日

土

6
13
20
27

4 金

5
12
19
26

木

4
11
18
25

水

3
10
17
24

火

2
9
16
23
30

月

1
8
15
22
29

日

7
14
21
28 ※臨時休館になる場合がございます。

　予めご了承ください。

　プールのご利用については、団体予約での利用・営
業時間変更などの場合もあるので、ご利用になられる
場合は、あらかじめ電話などで空き状況の確認をおす
すめします。
　ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。

金武町立中央公民館だより 令和6年4月  NO.1

第1期 成人水中運動教室
開催のおしらせ

午後 6時
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令和6年度　町立中央公民館講座等年間事業計画表

区分 事業名・講座名

金武町の
文化財 　 調整中 2金武町にある文化財を認識し、地元の

歴史を感じることで、郷土愛を育む。

自然観察講座 20 調整中 1金武町の自然を感じ、地元愛を育む。

博物館見学 15 9・10月頃で
調整中 1沖縄県立博物館のバックヤード見学で、

文化財を守る大切さを学びます。

木彫り講座 10 7/2(火)
午前10時～ 8木彫りで身近に使える小物を作成し、

木彫りの技術を学びます。

写真の撮り方
講座 10 6月頃で調整中 1

元プロカメラマンによるレクチャー。
どんなカメラでも上手いと思われる写真の
撮り方を教えます。

漆喰シーサー作り
講座 10 9月頃で調整中 8漆喰を材料にシーサー作りを行います。

フラワー
アレンジメント講座 20 8月中旬頃で

調整中 2

アロマキャンドル
講座 10

 ①７/17(水)午前10時～
 ②調整中

※①・②内容は同じです。
2

健康マージャン
講座 20 6月頃で調整中 10

パーソナル
カラー講座 8 調整中 5

ストレッチ＆
ウォーキング講座 10 6/12(水)

午前10時～ 15

ラテン系の音楽とダンスを合わせた
フィットネスエクササイズ。
初心者・中高年も楽しめます。

ズンバ講座 15 10月頃で調整中 8

ピラティス講座 20
【夜の部】

7/5(金)午後6時30分～
【昼の部】

8/1(木)午後2時～
各５リハビリなどの身体機能を向上させる

目的で考案されたエクササイズ。

※日程調整中の講座について、詳しくは毎月の広報「くくむ」の「中央公民館だより」をご確認ください。
　都合により、開講されない場合もございますので、予めご了承ください。

趣旨・内容・目的 対象
(定員) 回数実施時期

実施時間

教
　
　
養

趣
　
　
味

レ
　
　
ク

区分 事業名・講座名

環境教育講座 20 8月頃で調整中 1
生活をする上で必ず出てくる「ごみ」に
ついて、どのように処理されているかを
学びます。

税金講座 20 12月頃で調整中 4

金融講座 20 調整中 2

防災講座 20
9/2(月)から3日間
防災の日(9/1)
翌日開催予定

1

公民館公演 510 調整中 2

みどりと野鳥の
写真展

4/15(月)～
5/19(日) 1

パン作り講座 6 11月頃で調整中 6
レンジレシピを使用して、家庭で簡単に
できるパン作りを学ぶ。６人を２組に分け、
１組３回実施。

整理収納講座 10 調整中 6要るもの・要らないものを整理して、
快適に過ごせるよう、片付けのコツを学ぶ。

季節の
スイーツづくり

講座
10 調整中 4旬の果物や季節感のあるスイーツ作りに

取り組み、料理に関する教養を深める。

夏休みこども教室 小学生
20 夏休み期間中 11

夏休み学習支援 中高生 夏休み期間
午前9時～午後5時

クーラーの効いた部屋を子どもたちの
自習部屋として開放します。※申込不要

各地区公民館
出前講座

町立中央公民館講座の受付・申込は町立中央公民館窓口またはお電話でお問い合わせください。
金武町立中央公民館　☎９６８－２９９２(平日　午前９時～１２時、午後１時～午後４時３０分)

別途お知らせ

趣旨・内容・目的 対象
(定員) 回数実施時期

実施時間

生
　
　
活

社
　
　
会

企
画
事
業

他

花をうまく配置して、自分の作品を作り、想
像力を高める。

地震や台風・大雨など、災害への備えは重
要です。「日々の備え」から、家族の防災力
を高めるポイントなどを紹介します。

各地区公民館において、地域の特色等を活
かした講座を各地区公民館職員と企画し、
実施していきます。

4/15～5/14「みどりの月間」
5/10～5/16「愛鳥週間」
自然環境保護に関する普及啓発写真展

琉球芸能・音楽等の質の高い文化芸術の
鑑賞機会を創出します。

ハンドメイド展 2/10(火)～
2/24(日)

1
２月第４日曜日は「ハンドメイドの日」
講座で作成した手作りのものを展示
します。

老後2,000万円が必要とされているなか
で、どうお金を作っていくか。資産運用や
投資などについて学びます。

令和５年度は「相続税」を実施。令和６年度
は身近な所得税や住民税など節税のポイ
ントについて開講予定。

ドローン体験、絵画、習字など宿題の手助
けや様々な体験活動を行います。

自分好みのアロマの香りででキャンドルを
作り、簡単にリラックス効果が得られます。

高齢者の認知症予防と若年層の参加が
期待されることから、世代間交流も期待
できる。

色彩の知識を身につけ、色の持つ効果を
生活の中で活かす。

身体の調子を整え、健康的な身体作りを
行い、ひざに負担のかからない正しい歩
き方を学ぶ。
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図書館だより図書館だより 金武町立図書館
TEL. ９６８-５００４
ＮＯ．３98　令和6年4月号
https://kin-lib.town.kin.okinawa.jp/

■の日は休館日です。休館日の返却は
玄関横のブックポスト/ＣＤ・ＤＶＤポストに
入れて下さい。　　　　　　　　

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

日 月 火 水 木 金 土
4月 卯月（うづき）

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

開館時間
〈火～金〉午前１０時～午後７時
〈土 ･ 日〉午前１０時～午後５時

毎週月曜日、祝祭日、毎月第三木曜日
その他、臨時休館になる場合があります。
ご了承下さい。

休 館 日

日 月 火 水 木 金 土
5月 弥生（やよい）

新着資料新着資料
貸出・予約は4月2日(電話予約は10時30分以降)から行います。

新着図書･ＣＤ･ＤＶＤは下記以外にもあります。金武町立図書館のホームページでも確認できます。

図書館にない資料はリクエストサービスをご利用下
さい。資料は購入（年度で図書５冊,CD・DVDなどの
視聴覚資料２点まで）または他の図書館から借用し
て提供いたします。

子どもたちにもっと本を、子どもたちにもっと本を読
む場所をとの願いから、「こどもの読書週間」は１９５９
年に誕生しました。

町立図書館では，1/21(日)～3/27(水)の期間,受
験生を応援しようと館内に合格祈願のためのコー
ナーを設置しました。たくさんの人が絵馬をかい
てくれました。

書　　名

キミのからだはキミのもの

喜劇集－首里登い小・家庭円満菓子－第三
／翁長武夫［ほか］出演

デリシャスパーティプリキュア－夢みるお子さまランチ！－
／菱川花菜〔ほか〕声

ＤＶＤ

ＤＶＤ

CD

CD

CD

えがおいっぱい！ こどものうたフェスティバル
ベスト４０／出口たかし〔ほか〕うた
毎日聴こう　どうよう・あそびうた４０
－頭のいい子を育てるはじめてのリビング学習－
／山野さと子〔ほか〕うた

ランニング・ショット－オール・タイム・ベスト－
／柴田恭兵 歌

ルシア・セラーノ

くいしんぼおばけ かしわら あきお

しゃぼんだま 林 明子

トコトコだいこんりょうりたび よしたか ゆみこ

まめまき！ まめまき！ 西村 敏雄

１０代のカラダのハテナ－図書館版－ 高尾 美穂 
監修

おいしく！ きれいに！
魚の食べかたずかん３

小倉 朋子
監修

知っておこう！ いっしょに暮らす動物の
健康・病気のこと　イヌ

平林 雅和
監修

有本 綾今日もピアノ・ピアーノ

図書館のぬいぐるみかします　 シンシア・ロード

なんのボタン？ サタケ 
シュンスケ

かいけつゾロリ
ノシシいきなり王さまになる！ 原 ゆたか

便秘の８割はおしりで事件が
起きている！ 佐々木 みのり パッキパキ北京 綿矢 りさ

ちょっとうるせぇ障害者 三木 由和 きこえる 道尾 秀介

戦国大名は経歴詐称する 渡邊 大門 ６０代、少しゆるめがいいみたい

やっとわかった！
「年金＋給与」の賢いもらい方

死んだ動物の体の中で
起こっていたこと

岸本 葉子

７０歳の壁を越える食べる力 栗原 毅 節約＆ヘルシー！ 冷凍豆腐レシピ７７ 島本 美由紀

中村 進一

ふと、終活のことを考えたら最初に読む本
－財産は？お葬式は？認知症になったら？－ 加藤 光敏

太田 哲二

おうちのはぎれで作る実用小物６０
－今すぐ作れるかわいいアイデアがいっぱい－

沖縄・奄美の島々を彩る歌と踊り
－民俗芸能の伝統と創造をめぐる旅－ 久万田 晋 オフ時間が充実している今どき家族の

攻め間取り 主婦と生活編

グラフィック社
編集部編

沖縄のもあい大研究－模合をめぐるお金、
助け合い、親睦の人類学－

平野（野元）
美佐 ぽぼっと。さんのひとくちねんど図鑑 ぽぼっと。

著　　者

書　　名 著　　者

書　　名 著　　者

本のなまえ かいた人 本のなまえ

タ　イ　ト　ル 形　　態 形　　態タ　イ　ト　ル

かいた人

一　
般

児
　
童

沖縄（ＭＡＧＡＺＩＮＥ ＨＯＵＳＥ 
ＭＯＯＫ）たからものを探す旅。

ガムのようせい（お笑いえほん）

鈴木 みずえ
監修

池内 了

龍仁 ひとみ

棘の家

大災害サバイバルマニュアル 川崎 タカオ

世界一簡単なしないレシピ
－元シェフが教える、プロのこっそり手抜き術－

本のなまえ かいた人ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
子
書
籍

視
聴
覚
資
料

一般

一般

一般 一般

一般

一般

幸運を引き寄せる色の心理学－あなたを表す
色あなたの魂の色でなりたい自分になる－

発達障害ママの子育てハック 綾瀬 ゆうこ

ひろち

中山 七里

一般

絵本

認知症の人の気持ちがよくわかる
聞き方・話し方

映写会

図書館（研修室）場所

4月28日（日）日時

「ひらいてワクワク　
　　　めくってドキドキ」

午後2時～(９１分)

無料参加費

【リクエスト編】

金武図宮　合格祈願の様子

「ざんねんないきもの事典」
こどもの
読書週間

アニメ
20２4年　第66回

金武町立図書館
４コマ劇場

ざんねんないきもの事典」シリーズのアニメ映画
版。３つの物語から楽しみながらいきものについ
て学べます。4月23日～5月12日

❶❶ ❷❷

❹❹❸❸
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展

みどりと
2024年

4月15日（月）
5月19日（日）

▼

場 所 金武町立中央公民館 ロビー

お問い合わせ
写真協力
金武町文化協会写真部会 　　　　 
合同会社沖縄ネイチャー・オフィス 

金武町立中央公民館
電話番号 098-968-2992

料 金 無料

4月15日～5月14日は「みどりの月間」、
5月10日～5月16日は「愛鳥週間」です。
色鮮やかなみどりと多種多様な野鳥を
とおして沖縄の豊かな自然環境を感じる
写真展です。
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